
提

出

者
小

沢

和

秋

赤

嶺

政

賢

平
成
十
五
年
四
月
十
五
日
提
出

質

問

第

五

三

号

諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
検
討
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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諫
早
湾
干
拓
事
業
の
開
門
調
査
検
討
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

有
明
海
の
未
曽
有
の
ノ
リ
不
作
を
契
機
に
設
置
さ
れ
た
、
有
明
海
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
委
員
会
（
ノ
リ
第
三
者

委
員
会
）
は
、
三
月
二
十
七
日
に
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
そ
の
直
後
の
二
十
八
日
、
農
水
省
は
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
中
・

長
期
開
門
調
査
を
検
討
す
る
「
中
・
長
期
開
門
調
査
検
討
会
議
」
を
設
置
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
豊
か
な
行
政
経
験
を

有
す
る
委
員
が
、
中
・
長
期
開
門
調
査
の
取
り
扱
い
の
判
断
に
必
要
な
論
点
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
」
た
め
に
、
七
名
の
委
員

を
あ
わ
せ
て
公
表
し
た
。
い
ず
れ
も
農
水
省
は
じ
め
中
央
省
庁
出
身
で
、
現
在
公
益
法
人
の
役
員
に
天
下
っ
て
い
る
高
級
官
僚

経
験
者
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

海
野
研
一
委
員
は
元
・
農
水
省
構
造
改
善
局
長
、
中
道
宏
委
員
は
元
・
同
省
構
造
改
善
局
次
長
、
亀
若
誠
委
員
は

元
・
同
省
大
臣
官
房
技
術
総
括
審
議
官
、
川
合
淳
二
委
員
は
元
・
水
産
庁
長
官
、
中
村
晃
次
委
員
は
元
・
同
庁
次
長
、

松
田
芳
夫
委
員
は
元
・
建
設
省
河
川
局
長
、
鹿
野
久
男
委
員
は
元
・
環
境
庁
長
官
官
房
審
議
官
で
あ
る
。

中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
間
工
事
は
中
断
し
計
画
が
大
き
く
遅
れ
る
。
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
事
業
中
断
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
農
水
省
は
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
干
拓
事
業
を
直
接
担
当
し
て
い
た
構
造

一



改
善
局
長
経
験
者
や
、
同
局
次
長
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
選
を
行
っ
た
の
か
。

（
二
）

研
究
者
や
漁
業
者
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
の
意
見
も
聞
く
と
い
う
が
、
そ
の
た
め
な
ら
ノ
リ
第
三
者
委
員
会
が
最
適

で
あ
る
。
論
点
取
り
ま
と
め
の
議
論
に
、
ノ
リ
第
三
者
委
員
会
は
不
適
格
な
の
か
。
ま
た
、
前
述
の
経
歴
の
委
員
だ
け

で
検
討
会
議
を
構
成
し
、
技
術
的
、
専
門
的
な
助
言
を
得
る
た
め
必
要
な
場
合
だ
け
専
門
委
員
を
選
考
・
委
嘱
す
る
理

由
は
何
か
。

（
三
）

意
見
を
聴
取
す
る
対
象
に
漁
業
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
有
明
海
沿
岸
四
県
す
べ
て
の
漁
民
を
指
す
も
の

か
。
ま
た
、
論
議
そ
の
も
の
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

（
四
）

検
討
会
議
の
論
点
取
り
ま
と
め
は
い
つ
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
の
農
水
省
の
判
断
は
い
つ
下
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
ま
と
め
ら
れ
る
論
点
に
は
、
中
・
長
期
開
門
調
査
の
実
施
が
必
要
か
否
か
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

（
五
）

報
道
に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
短
期
の
開
門
調
査
に
伴
っ
て
養
殖
ア
サ
リ
が
死
に
、
諫
早
湾
内
の
小
長
井
・
瑞
穂
・
土

黒
・
神
代
各
漁
協
の
申
し
出
に
よ
り
、
農
水
省
は
こ
れ
ら
の
漁
協
と
総
額
数
千
万
円
の
補
償
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
は
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
四
漁
協
が
被
害
の
申
し
出
を
行
い
、
農
水
省
が
そ
れ
を
現
認
し
た
日
付
は
そ

れ
ぞ
れ
い
つ
か
。
四
漁
協
か
ら
の
申
し
出
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
か
。

二



（
六
）

潮
受
堤
防
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
直
後
か
ら
、
諫
早
湾
内
で
は
タ
イ
ラ
ギ
が
激
減
し
、
タ
イ
ラ
ギ
漁
は
十
年
間
連

続
し
て
休
漁
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
「
諫
早
湾
漁
場
調
査
委
員
会
」
は
十
年

近
く
の
時
間
を
か
け
な
が
ら
、
結
局
「
干
拓
工
事
と
の
因
果
関
係
は
不
明
」
と
い
う
結
論
で
終
わ
っ
た
。
今
回
の
四
漁

協
と
の
補
償
交
渉
は
、
今
年
年
明
け
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
農
水
省
が
短
期
間
の
う
ち
に
、
養
殖
ア
サ

リ
へ
の
影
響
が
開
門
調
査
に
よ
る
も
の
と
認
め
た
根
拠
と
そ
の
因
果
関
係
と
を
、
調
査
結
果
を
示
し
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
七
）

今
年
度
の
干
拓
工
事
で
、
南
・
北
両
排
水
門
の
外
側
に
海
域
環
境
施
設
、
い
わ
ゆ
る
導
流
堤
を
建
設
す
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
、
現
在
公
募
型
指
名
競
争
入
札
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
導
流
堤
は
北
部
排
水
門
側
に
長
さ
四
百

メ
ー
ト
ル
二
基
、
南
部
排
水
門
側
に
長
さ
四
百
メ
ー
ト
ル
一
基
の
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
が
つ
く
ら
れ
れ
ば
諫
早
湾
内
の

み
な
ら
ず
、
有
明
海
の
流
況
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
前
に
影
響
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
行
わ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

三


